
天

界

第
五
十
三
號

（
第
五
懇
）
　
大
正
十
四
年
山
ハ
月
立

フ
ー
ゴ
ー
、
フ
ォ
ン
、
三
二
リ
ー
ゲ
ル
の
死
を
悼
む

（
目
馨
津
9
ω
。
9
σ
q
。
「
）

荒

木

俊

馬

1経7

　
昨
年
十
二
月
二
日
，
フ
ー
ゴ
ー
、
フ
ォ
ン
、
ぜ
ー
リ
ー
ゲ
〃
（
寓
g
σ
q
o

く
。
コ
ω
①
①
訂
σ
q
霞
）
は
永
眠
し
元
。
フ
ー
ゴ
｝
、
フ
ォ
ン
、
ゼ
ー
リ
ー
ゲ
ル
。

其
の
名
は
日
本
の
一
般
の
人
々
に
は
、
ほ
ε
ん
さ
親
し
み
が
な
か
っ
た

で
あ
ら
う
。
同
じ
猫
逸
で
も
、
、
フ
ー
ゴ
ー
、
ス
チ
ン
、
不
ス
の
名
は
新
聞

紙
上
で
、
細
る
で
あ
ら
う
。
け
れ
曹
も
、
財
界
の
大
怪
物
、
フ
ー
ゴ
ー

ス
チ
ン
ネ
ス
の
名
が
，
今
後
五
十
年
も
纏
た
ざ
る
に
世
の
如
何
な
る
人

々
か
ら
も
葬
り
去
ら
れ
た
に
し
て
も
、
吾
が
、
フ
ー
ゴ
ー
，
フ
ォ
ン
、

ゼ
ー
り
ー
グ
ル
の
名
は
、
入
米
の
文
化
の
あ
る
か
ぎ
り
永
く
不
死
に
輝

く
で
あ
ら
う
。
窪
窪
、
彼
は
近
世
の
理
論
天
文
學
の
鼻
租
ミ
言
っ
て
も

過
言
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
宜
な
る
哉
。
世
界
、
す
べ
て
の
國
の
天
文
雑
誌
が
そ
の
死
を
悼
む
に

長
野
を
費
す
事
。
私
は
此
の
機
會
に
、
最
も
卓
越
せ
る
天
文
墨
者
の
死

を
惜
み
、
彼
が
七
十
六
年
の
生
涯
に
成
し
逡
げ
た
、
大
偉
業
を
禮
讃
し

や
う
ミ
思
ふ
。
そ
し
て
そ
れ
な
、
凡
そ
偉
大
な
る
天
文
無
謬
の
＝
生
が

如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
諸
君
に
紹
介
す
る
事
に
も
な
る
か
ら
で
あ

る
。
（
以
下
彼
の
叫
生
の
紹
介
は
圭
ミ
し
て
，
》
・
。
9
蓉
巳
ω
。
密
累
8
自
暴
齢
2

紙
上
に
戴
せ
ら
れ
た
蜀
9
。
。
，
硫
§
菖
教
授
の
文
に
依
る
）
。

　
フ
ー
ゴ
ー
，
フ
ォ
ン
、
ゼ
ー
リ
1
グ
ル
は
，
叫
千
八
百
四
十
九
年
九

月
二
士
「
百
オ
ー
ス
ト
リ
や
領
シ
レ
ジ
ヤ
の
ビ
ア
⊥
フ
（
b
，
邑
節
）
ミ
言
ふ

小
都
市
に
生
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
爾
親
の
家
で
幸
幅
に
満
ち
た
少
年
時

代
を
過
し
た
の
で
あ
る
。
彼
の
父
は
非
常
に
卓
越
し
た
人
格
の
所
有
者

で
あ
っ
て
。
ピ
ァ
ー
ラ
の
市
長
ε
し
て
、
偉
大
な
る
功
績
を
残
し
た
の

み
な
ら
す
，
精
神
界
に
於
て
も
、
ビ
ア
ー
ラ
新
教
教
箪
の
長
老
を
五
十

年
も
つ
ε
め
て
居
た
位
の
入
で
あ
っ
た
。
彼
に
は
五
人
の
男
惚
S
一
二
入

の
女
児
ご
が
あ
っ
た
が
，
其
の
教
育
も
實
に
立
派
な
も
の
で
、
そ
の
う

ち
男
児
三
人
は
大
學
教
授
ε
な
り
、
女
兇
一
人
は
大
黒
教
授
の
妻
－
こ
な

っ
た
の
で
あ
る
。

　
十
八
歳
に
し
て
、
ユ
ー
ゴ
ー
、
フ
ォ
ン
、
ゼ
ー
リ
ー
ヂ
ル
は
ハ
イ
デ

一
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ル
ベ
ル
グ
（
自
①
幕
葦
茜
）
大
學
に
入
墨
し
た
。
彼
が
難
平
の
か
た
わ
ら
や

は
り
、
學
生
的
な
血
潮
の
高
鳴
も
強
烈
に
も
っ
て
み
た
こ
ε
は
、
彼
の

額
に
残
る
深
刻
な
傷
痕
で
も
わ
か
る
の
で
あ
る
。
彼
は
其
の
痕
を
畢
生

同
盟
の
一
員
ε
し
て
決
翻
に
よ
っ
て
招
い
た
の
で
あ
る
。
二
二
期
（
猜

乙
で
は
一
蓋
期
は
牛
年
で
ゼ
メ
ス
テ
ル
§
言
ふ
）
の
後
，
彼
は
ラ
イ
プ

チ
ヒ
（
常
耐
、
一
σ
q
）
に
韓
じ
た
。
此
の
地
で
は
彼
は
特
に
カ
・
ル
ル
、
ノ
イ
マ

ン
（
○
節
鵠
　
H
4
Φ
隔
日
P
口
鐸
）
に
親
服
し
た
。
千
八
百
七
十
二
年
五
月
彼
は
學
位

を
得
た
が
、
引
綾
き
彼
は
同
地
に
留
ま
り
、
天
文
皇
．
の
仕
事
本
盗
羅
巴

の
純
緯
度
測
定
に
た
つ
さ
わ
っ
た
。
一
千
八
百
七
十
三
年
の
冬
、
彼
は

ボ
ン
（
ヒ
d
o
昌
昌
）
天
文
毫
の
技
師
の
地
位
を
得
、
千
八
百
七
十
八
年
再
び
ラ

イ
プ
チ
ヒ
に
曇
り
同
地
で
教
壇
に
立
つ
た
の
で
あ
る
。

　
一
千
八
百
八
十
一
年
、
ゴ
ー
タ
（
Ω
○
§
粒
）
天
文
塁
の
主
任
ざ
な
り
其

翌
年
に
は
天
文
塁
長
兼
正
教
授
ミ
し
て
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
（
露
偉
昌
O
げ
O
屡
）
に
招

聰
せ
ら
れ
た
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
は
實
に
彼
の
第
二
の
故
郷
で
あ
っ
て
，
一

八
入
三
年
に
は
プ
ラ
ー
グ
よ
り
、
一
八
八
六
年
に
は
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
グ

よ
り
一
九
〇
八
年
に
は
ポ
ツ
ダ
ム
よ
り
，
一
三
同
年
ウ
イ
ー
ン
よ
り
八
隅
を

襲
う
し
て
招
か
れ
た
に
も
か
・
は
ら
す
、
動
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
八
八
五
年
の
春
彼
は
同
地
の
高
等
工
業
學
校
の
数
授
カ
ー
ル
、
ス

テ
ル
ッ
ェ
ル
（
国
邑
の
〔
。
爵
e
の
娘
ミ
結
婚
し
た
。
彼
等
の
間
に
は
二
男

を
得
た
“
が
、
　
一
人
は
、
グ
ラ
イ
フ
ス
ヴ
ア
ル
ト
（
Ω
日
置
ψ
≦
p
匡
）
の
物
理
學

教
授
即
ω
・
畠
・
・
巽
搏
士
で
一
人
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
居
る
眼
科
醤
の
芝
浄

色
σ
q
2
博
士
で
あ
る
。

二

　
其
の
間
．
無
数
の
榮
審
は
彼
の
上
に
落
ち
た
、
彼
は
．
バ
イ
エ
ル
ン
學

士
院
の
會
員
、
こ
な
り
、
ウ
イ
ー
ン
、
ベ
ル
リ
ン
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ロ
ー

マ
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
、
グ
ツ
チ
ン
グ
ン
、
ブ
タ
ペ
ス
ト
、
ク
リ
ス
チ

ヤ
ニ
や
等
の
富
士
院
の
案
外
會
員
に
推
さ
れ
、
其
他
、
ハ
ル
レ
ム
や
ル

ン
ド
の
學
者
會
の
會
員
に
推
さ
れ
、
叉
ベ
ル
リ
ン
理
學
工
業
管
理
委
員

會
員
、
こ
な
り
、
猫
逸
帝
國
博
物
館
監
督
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
一

八
年
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
下
士
院
が
、
最
初
の
院
長
の
撰
學
を
行
っ
た
時
そ
の

選
に
あ
た
っ
た
の
は
，
ゼ
ー
リ
ー
ヂ
ル
で
あ
っ
て
、
彼
は
昨
年
一
月
高

齢
の
故
を
以
て
引
退
し
た
迄
其
の
職
に
あ
っ
た
。

　
以
上
ゼ
ー
リ
ー
ゲ
ル
の
経
歴
の
大
略
を
述
へ
た
。
で
彼
の
学
者
ε
し

て
の
活
動
を
蓮
べ
や
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
本
文
の
目
的
く
」
す
る
所
で

あ
る
。

　
或
る
夕
べ
、
そ
れ
は
ま
だ
彼
が
五
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
彼
は
彼
の
母

共
に
、
月
を
眺
め
て
居
た
。
『
大
き
く
な
っ
た
ら
，
お
ま
え
は
、
何
に

な
る
か
ね
』
彼
の
母
は
そ
の
幼
児
に
言
っ
た
。
『
星
を
見
る
入
に
な
る
ん

だ
』
幼
見
の
答
へ
は
そ
う
で
あ
っ
た
。

　
半
煮
、
幼
児
の
時
に
思
っ
た
事
を
彼
は
、
大
人
ミ
な
っ
て
成
し
導
け

た
の
で
あ
る
。

　
彼
が
、
惚
者
ミ
し
て
人
生
を
踏
み
始
め
た
頃
，
理
論
天
文
學
の
方
面

で
は
、
當
時
萬
有
引
力
の
理
論
は
行
け
る
所
ま
で
行
っ
て
、
行
き
つ
ま

っ
た
形
に
な
っ
て
居
た
の
で
あ
る
。
到
底
踏
み
越
え
る
事
の
出
來
な
い

ミ
思
は
れ
る
や
う
な
困
難
が
、
理
論
家
蓬
の
前
に
當
面
し
て
居
た
。
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彼
の
新
友
自
画
憂
は
嘗
て
彼
に
語
っ
た
事
が
あ
っ
た
。
『
理
論
天

文
學
は
今
日
の
研
究
者
に
は
充
分
な
活
動
の
臨
地
を
あ
た
へ
な
い
。
慮

用
問
題
の
方
面
に
向
ふ
よ
り
他
は
な
い
』
ε
。
事
實
今
日
の
天
冠
物
理

學
（
誤
o
n
鐸
。
℃
プ
曳
u
摩
一
町
）
は
當
時
漸
く
黎
明
の
光
を
は
な
ち
始
め
た
時
代
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
當
時
の
こ
の
天
文
下
界
の
歌
態
は
、
若
き
天

文
塩
煙
の
装
展
に
影
響
を
も
た
す
に

は
お
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
彼
の
卒
業
論
文
は
聯
星
系
の
軌
道

計
算
の
種
々
の
方
法
を
取
扱
か
つ
た

も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
訳
し
て
彼

は
一
新
機
軸
を
つ
け
加
へ
た
の
で
あ

る
Q
そ
し
て
ラ
イ
プ
チ
ヒ
に
留
ま
っ

て
居
る
間
遠
は
彗
星
の
軌
道
に
干
す

る
も
の
や
縄
度
決
定
に
關
す
る
も

の
、
最
小
自
乗
法
に
關
す
る
三
つ
の

論
文
を
獲
表
し
た
が
、
こ
れ
等
は
露

な
非
常
に
卓
越
し
た
も
の
で
あ
っ
た

め
た
の
は
ぜ
ー
リ
ー
グ
ル
の
功
マ
」
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
ボ
ン
天
文
皇
に
感
じ
て
か
ら
。
彼
は
亡
く
」
し
て
観
測
に
從
歯
し
て
居

た
、
で
そ
の
時
代
に
彼
の
出
七
た
論
文
は
ヘ
リ
オ
メ
ー
タ
ー
に
幽
す
る

も
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
彼
の
如
く
理
論
的
に
優
秀
な
頭
…
脳
の
所
有
者
を

い
つ
ま
で
も
，
そ
こ
に
溜
め
て
置
く
事
は
非
常
に
惜
し
い
事
で
あ
る
。

爲
，
若
．
き
研
究
者
は
一
躍
學
界
の
認
む
る
所
ざ
な
り
、
千
八
百
七
＋
四

年
、
金
星
測
定
の
愚
母
除
が
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
島
に
途
ら
る
る
に
い
た
る

や
，
彼
は
決
し
て
年
長
者
で
は
な
か
っ
た
け
れ
「
こ
も
，
其
の
豫
長
に
推

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
而
も
こ
の
器
量
は
、
種
々
な
貼
に
困
難
が
あ
り
、
叉

都
合
の
悪
い
天
氣
綾
で
あ
っ
た
に
か
・
は
ら
す
、
可
成
の
好
成
績
を
修

事
實
、
彼
は
當
時
財
政
的
に
蝕
祐
が
あ
っ
た

の
で
彼
は
ボ
ン
に
お
け
る
地
位
を
拗
…
ぴ
打
っ

て
ラ
イ
プ
チ
ヒ
に
配
り
、
垂
心
理
論
的
の
研

究
に
ふ
け
る
事
に
決
心
し
た
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
天
文
學
界
に
於
け
る
大
な
る
幸
幅
で

あ
っ
た
事
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
ラ
イ
プ
チ

ヒ
に
お
け
る
彼
の
活
動
は
實
に
素
ば
ら
し
い

も
の
で
あ
っ
て
，
彼
の
研
究
の
全
部
を
こ
Σ

に
蓮
べ
る
こ
一
こ
は
、
到
底
許
さ
れ
な
い
事
で

あ
ろ
か
ら
，
唯
そ
の
韮
な
も
の
の
み
に
就
い

て
紹
介
し
や
う
ぐ
」
思
ふ
Q

　
彼
が
第
一
に
注
意
し
た
問
題
は
三
艦
問
題

で
あ
っ
た
。
彼
は
、
ひ
ら
た
く
な
っ
た
廻
韓
白
豆
盟
か
ら
引
力
を
受
け

る
一
鮎
の
蓮
動
や
、
叉
、
遊
星
軌
道
の
永
久
囁
動
に
面
す
る
方
程
式
を

研
究
し
、
永
久
撮
動
を
計
算
す
る
ガ
ウ
ス
の
方
法
を
籏
屈
し
た
。
此
れ

等
の
論
文
や
、
又
其
他
の
論
文
は
明
か
に
彼
が
、
こ
の
最
も
困
難
な
方

面
に
充
分
に
精
通
し
て
居
た
事
を
謹
す
る
に
盛
り
あ
る
べ
く
．
か
く
の

三
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如
く
し
て
彼
は
更
に
進
ん
で
、
最
も
舶
般
的
な
三
艦
問
題
に
論
及
し
た

の
で
あ
る
。
蟹
座
ゼ
ー
タ
星
に
關
す
る
五
個
の
論
文
は
そ
の
最
も
有
名

な
も
の
で
あ
る
。

　
天
文
學
上
の
新
し
い
問
題
に
、
常
に
興
味
を
も
つ
て
居
た
事
は
言
ふ

ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
彼
は
こ
れ
等
の
問
題
ζ
常
に
一
流
の
解
答
を
與

へ
て
居
た
．
土
星
の
輪
の
問
題
で
あ
れ
、
水
星
の
近
日
貼
の
問
題
で
あ

れ
、
叉
新
星
の
問
題
で
あ
れ
、
み
な
彼
の
卓
越
し
た
頭
型
に
よ
っ
て
、

解
決
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
Q
土
星
輪
の
謎
は
彼
に
よ
っ
て
餓
す
所
な
く

解
か
れ
た
。
土
星
の
輸
は
實
際
、
宇
宙
塵
の
集
ま
り
か
ら
成
立
し
て
居

る
。
而
も
こ
れ
，
こ
全
く
性
質
を
同
じ
く
す
る
所
の
も
の
は
黄
道
光
の
正

道
で
あ
っ
て
、
若
し
こ
れ
が
同
じ
く
碩
石
の
如
き
宇
宙
塵
で
あ
る
な
ら

ば
、
萬
有
引
力
に
よ
っ
て
、
其
の
近
く
の
遊
星
に
陽
動
作
用
を
及
ぼ
さ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
し
て
ゼ
ー
り
ー
ゲ
ル
は
水
星
の
近
日
貼
の
蓮
動
を

説
明
し
た
。
同
時
に
こ
の
宇
宙
塵
の
考
へ
は
ぜ
ー
リ
ー
グ
ル
を
新
星
現

象
の
説
明
に
導
い
た
。

　
か
く
し
て
彼
は
、
天
文
學
上
に
於
け
る
フ
オ
ト
メ
ト
リ
ー
の
領
域
に

扁
歩
を
踏
み
込
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
彼
の
こ
の
方
面
に
於
け
る
研
究
も

又
枚
爆
に
い
ミ
ま
あ
ち
ざ
る
ほ
¶
ご
で
、
そ
の
う
ち
の
若
干
は
實
に
根
本

的
に
重
要
な
る
意
義
を
も
つ
て
み
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
ラ
ム
ベ
ル

ト
の
照
明
の
法
則
に
喰
う
る
に
、
新
法
則
を
も
つ
て
し
，
ア
ル
。
へ
ー
ド

に
封
ず
る
新
定
義
を
導
入
し
、
遊
星
面
上
に
於
け
る
光
の
分
布
を
，
研

究
し
、
叉
月
食
の
場
合
に
於
け
る
地
球
陰
影
の
鑛
大
を
論
明
し
、
太
陽

四

の
大
氣
の
吸
牧
や
、
天
王
星
の
光
度
等
に
窪
し
て
有
力
な
研
究
を
坦
途

け
た
の
で
あ
っ
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ボ
レ
ー
シ
ヨ
ン
や
、
デ
タ
ー
ミ
ナ
ン
ト
に
關
す
る
研
究
、

光
の
屈
折
や
ア
ベ
レ
イ
シ
ヨ
ン
に
關
す
る
研
究
、
星
雲
の
固
有
蓮
動
に

關
す
る
研
究
、
星
の
臆
度
ε
質
量
ミ
の
關
係
の
研
究
。
叉
、
遊
星
や
其

他
の
物
饅
に
及
ぼ
す
輻
射
塵
の
研
究
等
、
實
に
ゼ
ー
リ
ー
グ
ル
が
如
何

に
多
方
面
に
渡
っ
て
天
才
を
有
し
て
居
た
か
窮
す
る
に
足
る
も
の
が
あ

る
ε
思
ふ
。

　
ゼ
ー
り
ー
ゲ
ル
の
最
も
有
名
な
又
最
も
重
要
な
功
績
は
恒
星
の
室
間

に
於
け
る
分
布
に
逸
す
る
研
究
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
は
確
か
に

天
文
學
に
於
け
る
研
究
の
新
方
面
郎
ち
星
辰
統
計
學
の
基
礎
を
定
め
、

彼
が
活
動
し
始
め
る
迄
で
は
な
か
っ
た
大
問
題
を
つ
く
っ
た
の
で
あ
る
。

言
ふ
ま
で
も
な
く
此
の
方
面
に
は
非
常
な
困
難
が
概
は
つ
て
居
た
の
で

あ
る
が
、
彼
は
彼
の
絡
明
な
や
り
か
た
に
依
っ
て
、
幾
多
の
砥
究
を
な

し
，
こ
げ
九
。
固
有
運
動
か
ら
李
均
覗
差
を
出
す
事
や
、
塞
間
に
於
け
る
星

の
密
度
の
上
客
，
眞
光
度
の
分
布
画
讃
や
光
の
室
間
に
於
け
る
吸
牧
に

継
し
て
、
彼
猫
自
の
撒
學
的
の
研
究
に
成
功
し
此
の
方
面
の
研
究
よ
り

積
分
方
程
式
の
問
題
に
就
て
も
多
大
の
貢
献
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
か

く
し
て
彼
は
吾
が
星
辰
系
の
構
成
に
目
鼻
を
つ
け
た
の
で
あ
る
。

　
ゼ
ー
リ
ー
ゲ
ル
が
星
辰
界
の
限
界
に
甘
じ
て
居
な
か
っ
た
こ
ミ
は
明

白
の
豊
里
で
あ
る
。
彼
は
更
に
進
ん
だ
。
『
室
間
は
無
限
に
翻
る
や
否

や
、
叉
其
の
室
間
は
物
質
を
も
つ
て
満
た
さ
れ
て
居
る
か
否
か
。
』
彼
は
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し
か
く
自
問
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
彼
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
法
則
に
封
し
て
根
本
的
な
研
究
を
な

し
．
所
謂
維
封
蓮
動
や
慣
性
運
動
の
問
題
を
取
扱
っ
て
居
た
。

　
最
後
に
彼
は
天
文
學
の
研
鐙
の
傍
、
他
の
學
問
に
も
ぞ
う
け
い
深
か

っ
た
。
特
に
哲
學
こ
歴
史
ε
は
彼
の
暴
富
で
あ
っ
牝
。
叉
警
學
に
封
ず

る
彼
の
知
識
も
實
に
驚
ろ
く
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。
彼
は
又
新
鋭
に
天

稟
を
も
つ
て
居
て
、
鯨
暇
の
時
に
彼
が
彼
の
愛
す
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を

ミ
れ
ば
、
彼
の
妻
は
そ
れ
に
和
し
て
ピ
ア
ノ
を
弾
じ
た
が
、
そ
れ
は
此

の
上
も
な
く
美
し
い
慰
め
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
が
好
ん
で
よ
く
ひ

い
牝
の
は
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
ε
モ
ツ
ァ
ル
ト
の
曲
で
あ
っ
た
。

＊

＊

　
彼
の
學
識
、
彼
の
入
内
は
實
に
近
世
天
文
學
界
に
於
け
る
謹
明
皇
で

あ
っ
た
。
彼
の
學
徒
に
幾
多
卓
越
せ
る
天
文
學
者
を
出
だ
し
，
三
十
天

文
學
界
は
言
ふ
に
及
ぼ
す
、
世
界
天
文
學
界
に
於
け
る
近
世
理
論
天
文

學
の
鼻
組
ミ
呼
ぶ
の
過
言
な
ら
ざ
る
は
け
だ
し
偶
然
で
な
い
で
あ
ら
う

一
昨
年
隊
米
の
一
流
の
天
文
學
者
蓬
は
彼
の
生
誕
七
十
五
年
を
祀
賀
す

る
爲
め
に
『
天
文
學
最
近
の
諸
問
題
』
ε
題
す
る
紀
念
出
版
を
出
し
た

が
、
け
だ
し
．
彼
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
事
で
あ
る
ミ
思
ふ
。
（
本
誌
第
｝

七
山
ハ
百
月
参
昭
…
）

　
千
九
百
二
十
四
年
十
二
月
彼
は
燧
に
安
ら
か
に
永
眠
し
た
。
然
し
フ

ー
ゴ
ー
、
フ
ォ
ン
、
ゼ
ー
リ
ー
ゲ
ル
の
名
は
人
類
文
化
の
あ
る
が
き
り

永
遠
に
輝
く
で
あ
ら
う
。
（
終
）

0
東
京
帝
國
大
學
教
授
李
山
清
博
次
士
　
に
今
年
七
月
八
日
よ
り
英

書
ケ
ン
プ
リ
ヂ
に
見
て
開
催
ぜ
ら
ゐ
・
筈
の
國
際
天
丈
同
盟
第
三
圖
會
議
に
列
席

の
六
め
五
月
十
四
日
出
帆
の
伏
見
丸
に
て
渡
厭
の
途
に
上
ら
れ
象
。
こ
の
日
同
、
搏

士
に
、
東
京
よ
り
急
行
ぜ
ら
れ
午
前
七
時
京
都
に
途
中
下
車
ぜ
ら
れ
カ
の
で
、
京

都
大
學
天
丈
墓
の
人
々
に
そ
の
行
な
肚
ん
に
す
る
青
め
に
京
都
騨
に
迎
へ
て
、
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
階
上
に
惜
瑚
の
小
宴
な
催
し
糞
。
快
談
に
多
枝
に
渡
つ
象
が
日
本
の

天
丈
界
か
ら
敏
来
の
諸
天
丈
學
者
の
噂
さ
や
、
今
次
の
強
震
會
議
の
議
題
な
ご
た

中
心
ミ
し
て
話
が
ハ
ヅ
ん
だ
。

　
や
が
て
八
時
三
十
分
嚢
の
玉
戸
港
直
通
の
列
車
に
投
ぜ
ら
る
、
ま
で
、
極
く
僅

か
の
時
聞
で
に
あ
っ
カ
が
絶
え
間
な
い
談
話
が
曝
露
ゼ
ら
れ
雲
。
上
田
氏
に
代
表

し
て
神
戸
港
ま
で
お
見
逡
り
す
。

　
な
ほ
族
程
に
、
マ
ル
セ
イ
ユ
に
上
陸
し
て
里
門
の
前
後
欧
州
各
地
覗
察
の
上
ア

メ
リ
カ
穫
由
に
て
九
月
頃
露
朝
の
由
O

會

串口

　
い
ま
迄
、
會
口
貝
が
纒
め
て
會
費
を
納
め
ら
れ
る
場
合
に

は
特
に
割
引
し
て

　
　
　
一
ヶ
年
分
は
　
金
博
通

　
　
生
－
ヶ
年
分
は
　
　
金
嵩
豆
苗
七
拾
鏡

こ
し
て
ゐ
ま
し
た
け
れ
ざ
，
會
の
財
政
上
帯
の
取
り
底
ひ

は
困
難
こ
な
り
ま
し
た
の
で
、
今
後
は
會
則
に
よ
り

　
　
嚴
密
に
　
四
ケ
月
　
　
金
参
拾
銭

の
割
で
受
入
す
る
こ
ご
に
し
ま
す
。

　
但
し
、
既
に
納
入
し
て
下
さ
っ
た
方
に
醤
し
て
は
今
ま

で
の
割
合
を
以
っ
て
取
り
扱
っ
て
置
き
ま
す
Q

　
大
正
＋
四
年
五
月
二
＋
日
　
天
文
同
好
會

五


